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「飲んではいけない病気」と「飲まないで生きていく」という間

佐古恵利子/リカバリーハウスいちご/ソーシャルワーカー Ａ類常任理事

今期からＡ類（ノンアルコホーリク）常任理事をさ

せていただくことになりました。

私に声をかけてくださった時「私でだいじょうぶだ

ろうか」と思い随分迷いもしましたＡＡの「経験と力

と希望」に魅せられてきたこと「もっと知りたい」と

いう思いから、次の方へバトンタッチするまでなんと

かやらせていただこうと決心いたしました。

皆様どうぞよろしくお願いします。

私は、２０年近くアルコール専門クリニックでソー

シャルワークの経験をしてきました。

その後、現在のリカバリーハウスいちごという小規模

通所授産施設でアルコール等依存症の方の回復と自立

を支援するソーシャルワークに携わり５年が経過しま

した。そのほか週に1度、大阪市立大学保健管理センタ

ーで学生カウンセラーを続けています。

■「飲んではいけない」病気をもつ人への関わり

アルコール専門クリニックでは、毎日新しい患者さ

んが受診してきます。離脱症状で身体を震わせて来る

人や、連続飲酒発作を繰り返した末に、生活上の崩壊

過程に直面する人たちが、なかばしかたなく登場して

きます。「やめたい」という気持ちが少しでも分かれば

回復へのチャンスを逃さないように治療への導入をは

かります。

診察場面ではその病名が告知されていました。

そのほとんどの人々が、自分が「アルコール依存症」

であるとは思わずに、他の人々と見比べては「自分は

あんな人達とは違う」と思っているのです。自分自身

をみつめることは本当に難しいのだと思います。

初期治療では、離脱症状や合併疾患に関する諸検査

と治療、種々のアルコール講座やグループワークを通

じた情報の提供を行うとともに断酒への動機づけ、道

づけ、生活上の諸調整を行っていきます。そして自助

グループへ行くことを勧め自助グループでの回復へと

押出していくのです。

言葉にするとこれだけになりますが、実際にはひと

りひとりの回復への歩みが違い、飲んではいけない病

気と頭で知り、納得し、実行に移すようになるまでに

はそれぞれの経過があります。

多くの場合、「なんとかうまく飲めるようになりた

い」という願望を抱えながらも「コントロール障害が

あって最初の一杯に手をつけないこと」が受け入れて

いかれる過程に重点的に関わっているように思います。

これは、ＡＡの１２のステップ１に関係するところで

す。回復者や様々な人との出会いを通じて、自らの回

復にも希望や信じる気持ちができ、委ねる段階は、ス

テップの２と３に通じているところだと思います。

「私達は、アルコール医療ではステップの１２３に

あたるところに関わってきたんだ」と気づいたのは、

アルコールソーシャルワーカーを10年も15年も経過し

てからのことでした。なんと遅いことでしょう。断酒

への自覚と継続というところばかりに目が向けられて

いたのです。

■ 飲まない生き方をめざす人々との関わり

すぐそこにＡＡがあったのに私は気がつかないで

いたのです。

ＡＡの１２のステップは、飲まない生き方のプログラ

ムでした。［飲んではいけない］から［飲まずに生きて

いくに変わっていく過程］があったのです。

生き方への絶望や無力の体験を通じて得たフェローシ

ップのあらゆるスピリチュアルな目覚めが得られてい

くようです。

４から１１のステップについて私自身が分かりたい

と思うところです。スピリチュアルな体験がなければ

ピンとくるような理解を経験することができないのか

もわかりません。

正直いって理屈的な理解しかできていません。正し

く生きていく方法みたいな。

回復とサービスと一体性の意味、さまざまな経験を

経てつくられたのであろう１２の伝統等々、関西のＡ

Ａメンバーによって伝えていただいたものを元にこれ

からも続けて探求していきたいと思っています。そし

てアルコール問題に関わる皆様方と一緒に分かちあっ

ていくことを願っています。
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自助グループとのおつきあい
－参加しなければわからない。参加するだけではわからない－

松本洋輔 岡山大学医学部歯学部附属病院 精神科神経科 医師

医師免許を取得して精神科医になった年、週に一回

研修に行っていた病院で、院内断酒例会に出席するよ

うに言われた。アルコール依存症の専門治療を行って

いる病院ではなかったが、入院中あるいは外来通院中

の方と地元の断酒会の会員さんが接する機会を作る目

的で毎週開かれているものだった。免許取り立てでま

だ海のものとも山のものともわからない医者に任せら

れる仕事などそうそうあるはずもない。副院長と病棟

医が同席するので、ここに置いておけば事故も起こさ

ないと思われたのだろう。言われるままに一年間、ほ

とんど毎週のように断酒会に出席した。会の進め方や

「体験談に始まり体験談に終わる」などのモットーは

なんとなく頭に入ったのだが、肝心のアルコール依存

症や自助グループに対する理解に関しては、「アルコー

ル依存症からの回復には自助グループが役に立つのだ

な」と思った程度で、自助グループがどんなものなの

かほとんどわからなかったというのが実情だった。最

後にコメントを求められるのだが、何を言って良いの

かわからずいつも苦労していたことだけを覚えていて、

発言の内容は今記憶にない。

その後は主に大学病院で勤務していたため、アルコ

ール依存症の方とはほとんど接点はなかった。ところ

が、阪神大震災の年の正月から急に県立岡山病院に勤

務することになった。ここは昔からアルコール依存症

の方を対象にした専門病床を持っている病院である。

赴任する前は、アルコール依存症の担当医にはならな

いという話だったのだが、いざ赴任してみると人員配

置の関係で引き受けてもらわないと困るという話に変

わっていた。アルコール依存症治療の病床を任せると

言われても、私には何の経験もない。長年に渡り担当

医を務めた大先輩も他の病院に赴任しており、途方に

暮れてしまった。幸い副院長がバックアップをして下

さり、着任早々国立久里浜病院の研修にも参加させて

もらえることになったが、不安でいっぱいのスタート

だった。

当時の県立岡山病院にはまだＡＡのメッセージが届

いていなかったので、ＡＡ との出会いは、この久里浜

病院研修中だった。確か横須賀で行われるオープンミ

ーティングの見学が研修プログラムに含まれていたの

だ。さて、断酒会がモデルにしたということで名前だ

けは聞いたことのある ＡＡに参加はしてみたものの、

以前の経験と同じく単に出席してみただけという結果

に終わった。なにせ、チェアパーソンが「第一のもの

は第一に」と言ったのを「大地のものは大地に」と聞

き違え、「会場が教会だし、キリスト教的なテーマにな

るんだなあ」と感心し納得したというレベルだったの

だ。たまたまミーティング場で目にした ‘First thin

gs first’ という額を見て誤解は解けたのだが、何と

もお粗末な話だった。

この研修の最中に、２・３人のグループに分かれて、

久里浜病院で実際に行われているアルコール依存症治

療プログラムを見学する時間があった。偶然私が割り

振られたのは患者教育のための講義の見学で、タイト

ルが「自助グループについて」というものだった。他

にも「アルコール依存症とは」「アルコール依存症者の

心理」「アルコールと身体の病気」などいろいろな項目

がある中で、たまたま見学させてもらったのがそれだ

った。本来この見学の目的は、医療関係者が自分で治

療プログラムを運営するやり方の参考にするものであ

って、講義の内容を参加している患者さん方と一緒に

なって勉強するものではない。しかし、私にとってこ

の時の講義は患者さん以上に勉強になったように思う。

ＡＡと断酒会の歴史から始まって、運営の基本的理念

や具体的な参加ルール、会を健全に維持するための仕

組みなど非常に簡潔明瞭に説明されていたのだ。しか

し、その一方で、「自助グループはなぜ効果があるのか」

についてはほとんど触れられていなかった。

ある治療法に接したとき私たち精神科医は、それは

どんな原理で働くものなのかという視点で見がちであ

る。いや、精神科医に限らない、医療従事者はそうい

うものであると言ってもいい。自助グループに参加す

るときにも、それがどういうふうに「効く」のかばか

りを考えてしまうように思う。私もそうだった。いく

ら自助グループに参加していても、集まったメンバー

が自分の話をするというただそれだけのことで、どう

してアルコール依存症の治療に効果があるのか、見て

いて全く理解できなかった。「効く原理」が理解できな

い以上、自分には自助グループが理解できていない。

そう感じていた。しかし、よく考えてみれば、断酒会

もＡＡもしょっぱなに「アルコールに対して無力だ」

と言い切っている。私が理解しようと躍起になってい

た「効く原理」の説明を、自助グループの側は最初か

ら放棄すると宣言しているようなものだ。自助グルー

プ自身が説明できないものをお客さんで参加した人間

が理解しようとしても無茶な話である。しかし、自助

グループが明快に語れることがある。それは、治療法

ではなくて、歴史であり集団を安全に支えるルールで

ある。外部の援助者が自助グループを理解するときに、

「どうして効くのか」を理解するのではなく、その歴

史とルールを理解することがまず重要だったのだので
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はないかと、遅ればせながらそのとき気づいたわけで

ある。講義の内容を極端に単純化すれば、「断酒会とＡ

Ａは怪しい団体ではない（なぜなら、ルールに基づい

て長年安全に運営されてきた歴史を持っているから）」

ということにつきる。ようやく自助グループを理解す

る糸口をつかむことができた様な気分になり、それま

で自助グループに対して抱いていたもやもやが一気に

晴れるような気がしたものである。

自助グループを語るとき、「参加すればわかる」とい

う人がいる。確かに、メンバーの話を聞く中で感動的

な体験をすることはある。そこから自助グループへの

関わりを深めていく人もいる。ことに「同じ経験をし

た人」すなわちメンバーになる資格のある人は、そう

いう体験をする可能性は高いだろう。また、自助グル

ープを全く知らない人は、実際の場面を目にしないと

イメージが湧きにくいし、知識だけではつまらない誤

解も生じる。実際に参加してわかることは多い。

しかし、私たち外部にいる援助者は、特別鈍い私に

限らず、「参加してもわからない」ことがたくさんある

ような気がする。所詮、私たちは外部にいる人間であ

り、メンバーと「経験と力と希望」を分かち合うこと

はむずかしい。援助者が本当に分かち合いをする能力

があるのなら、自助グループに任せることなく自分で

クライエントに対応すればすむ。結局、援助者も無力

なのだ。参加してすぐに深い共感を覚えるのは難しい

し、感動したとしてもその感動を他の人に適切に伝え

ることはさらに困難である。しかし、グループの歴史

とルールは客観的な事実であり、メンバー自身が分か

ち合う「経験と力と希望」とは違う。外部にいる援助

者もそれなりに理解して我がものとし、他の人たちに

伝え理解させることのできるものである。いわゆる引

きつける魅力とは違うものかもしれないが、社会資産

としての自助グループの発展を期待するとき、援助者

が自覚的に自助グループの歴史とそのルールを理解し

他の援助者やユーザーなどにしっかり伝えることがで

きれば、誤解や偏見を減らす大きな力になるのではな

いかと個人的には考えている。少なくとも、「自助グル

ープというのはこんなふうに効きます」などという話

よりも、援助者自身が確信を持って話ができる内容だ

と私は思う。そんなことは、おそらくこの拙文をお読

みなる方の多くはすでに実践されていることで、私の

ようなものが発言するのは失礼な話だと言う気もする。

しかし、ごく最近になっても精神医療関係者から自助

グループに対する驚くような誤解に基づく発言を聞い

たばかりなので、鈍かった私自身への自戒も込めて、

昔のことを思い出しながら書かせていただいた。社会

資産としてのＡＡが発展する余地はまだまだ大きいと

思っている。そして、援助者にできることもまた多い

ように思う。

「ＡＡ日本30周年記念集会」

開催のお知らせ
ＡＡ日本常任理事会

ＡＡ日本30周年記念集会 実行委員会

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

このたびアルコホーリク・アノニマス(Alcoholic Anonymou

s)は、１９７５年東京の蒲田で初めての日本語ミーティングを

行なって以来、発足３０周年を迎えることになりました。これ

までの周知・発展の道のりは決して平坦なものではありませ

んでしたが、ご理解ある医療・行政などの関係者の皆様の

心強いご協力のおかげで、現在は国内には推定４，０００名

のＡＡメンバーが飲まない生き方を送っていると言われてい

ます。

今回30周年の記念イベントといたしまして、２００５年９月、

福岡市にて「ＡＡ日本３０周年記念集会」を開催する運びと

なりました。草創期からＡＡを支えてくださった関係者の方

や古くからのＡＡメンバーの話、また海外からのゲストを迎え

てのシンポジウム、国内各地域メンバーのフラッグ行進、デ

ィナーパーティーなど、三日間にわたるいくつかの企画を予

定しています。

ささやかな集会ではありますが、現在のＡＡの概況を知る

にはよい機会であるかと思います。国内ＡＡの全体サービス

機構が総力をあげて取り組んでいるイベントでもありますの

で、この機会に是非ともご参加いただきたく、ご案内を差し

上げる次第です。

《 記 》

２００５年９月２日(金)～４日(日)ＡＡ日本３０周年記念集会

テーマ：希望

場所：福岡国際会議場

参加費：５ , ０００円

（２００５年５月までは前売りチケットで４ , ０００円）

◎プログラム概要（予定）

【第１日目】

14：00 ～ 14：30 和太鼓

14：30 ～ 18：00 序曲〈ＡＡ日本の歩み、友人の話〉

19：00 ～ 22：00 オープニングＭ（同時通訳あり）

〈フラッグ行進、海外代表の話〉

【第２日目】

09：00 ～ 12：00 各種Ｍ〈英語、ヤング、女性〉

13：00 ～ 18：00 ＪＳＯ企画

AA オールドタイマースピーカーズ

専門家とメンバーのための国際シンポジウム

「アジア文化におけるAAの経験と可能性」

18：00 ～ 21：00 夕食会（ディナーパーティ）

〈夕食、アトラクション〉

※ディナーパーティーは別途申込が必要です。

【第３日目】

09：00 ～ 12：00 クロージングＭ〈一言メッセージなど〉
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ＡＡに学ぶ
「A.A.ブラジル・ド・キュバ」が立ち上げられて約

２年がたちました。早くも２年。そこに参加するメン

バーは、私を除けばたいてい1人、多い時には２人のブ

ラジル人。また、発足から多大にご協力をしてくださ

っている日本人メンバーが3人、多い時には6人も出席

しています。

振り返ってみると、この２年間本当に色々ありまし

た。発足当初、毎週日曜に開催していたのですが、お

互いにとって時間と労力がかかり過ぎていたため、お

まけに、思ったほどメンバーが集まらないこともあっ

て、結局月に1回のペースに減らしたことや我々ブラジ

ル人のために、日本人のメンバーがわざわざ遠くから

足を運ぶにもかかわらず、ブラジル人が1人も集まらな

かったり、またミーティング会場の鍵を忘れてしまい、

臨時で他の会場に急きょ変更したり、数多くのハプニ

ングがありました。それでも、日本人のメンバーらは

相変わらずの忍耐強さと、そして寛容さで共にこの2年

間歩んできました。

通訳ボランティアとしてその中にいる私は、本当に

いろんな意味でA.A.の皆様から多くのことを学ばせて

いただきました。その一つが、「人は許すから許され、

愛するから愛される」です。この原理がA.A.のミーテ

ィングで機能するからこそ、ここまで２年間継続でき

たのではないかと思います。これは、いってみれば人

間が生きていく上でとても大事なことであり、また考

えてみれば当然のことです。しかし、人間は不思議な

生き物で、当然なことには目を向けようとしないし、

あるいは当然だからこそなかなか気づきません。もう

一つ忘れてはならないのが、人間は、強いエゴの持ち

主であることです。人間は「自分が1番かわいい」とい

う気持ちを素直に認めることができないやっかいな生

き物であり、だからこそ単純な原理を遂行することが

できないのです。

今日、戦争をはじめ、貧困や暴力、虐待等、さまざ

まな問題が人を不幸にしています。世の中、人々が当

たり前のことに気づきそしてそれを認め、また人のた

めに役に立ち、他を幸せにすることとは、結局は全て

が自分へ返ってくることを悟れば、もう少し住みやす

い環境になるのではないないでしょうか。A.A.は、私

たち人間に住みやすい社会づくりのためのヒントを与

えているような気がします。これまでにA.A.の皆様か

ら学んだ貴重な教えを大事にし、1人でも多くそれらを

伝授していきたい。心のそこからなそう思います。

「A.A.ブラジル・ド・キュバ」の協力者の皆様、本

当にありがとうございます。これからもどうぞよろし

くお願いします。

Muito Obrigado!!!（ありがとうございます）
ム ー チ ョ オ ブ リ ガ ー ド

W.M.I

ＮＰＯ（特定非営利活動）法人、
認証のお知らせ

３０周年のお知らせをさせていただきましたが、日
本のＡＡは１９７５年（昭和５０年）３月に東京、蒲
田で初めての日本語のミーティングが始まり、以後医
療、福祉関係のみなさまの温かいご支援ご協力のもと
今日まで活動を続けてまいりました。心から感謝を贈
らせていただくところでございます。おかげさまで、
現在全国に４２０以上のグループが、９００箇所を超
えるミーティング会場を開かせていただいておりま
す。まだまだアルコールの問題で苦しんでいる人は計
り知れないほど多いと思いますが、ＡＡのメンバーは
それぞれの回復のメッセ－ジを、苦しんでいる人たち
へお伝えして行くことで自分たちが飲まないで生き続
けることが可能になるのです。このサービスを手助け
してゆくサービスセンターとしてＪＳＯはこれまでも
機能してまいりました。そしてこれからもよりいっそ
うのサービスを提供することを念頭に、平成１６年（今
年）の１月１６日に東京都より、ＮＰＯ（特定非営利
活動）法人の認証を受けました。ＡＡはその原理によ
り、ＡＡそのものは決して組織化をしないことになっ
ています。しかし、ＡＡのサービスを担う場所（ゼネ
ラルサービスオフィス）については、法人格を持つこ
とで社会的な信用やＡＡの活動一般に大きなメリット
があると考えています。
これまでも法人化については検討をしてまいりまし

たが、特定非営利活動促進法ができたことで一つの道
が開かれました。一昨年、昨年とＡＡの全国評議会で
審議され、常任理事会の特別委員会で認証申請作業を
進めてきた結果、認証をいただき設立登記を平成１６
年１月２９日に完了することができました。
これまで、ＡＡ（アルコホーリクス・アノニマス）

が社会資源として医療、福祉の分野ではある程度の認
知はいただいていると自負してはおりますが、一般社
会の中には、もう一つ浸透することが達成されていな
いのが現状であると考えています。今回、ＮＰＯ法人
になったことでＡＡをご理解いただく機会や場面が多
くなると思っております。どうぞアルコール問題に関
わっておられる皆さまにおかれましても、ＡＡ（アル
コホーリクス・アノニマス）を今までにもましてご活
用いただきますようお願い申し上げます。

特定非営利活動法人
ＡＡ日本ゼネラルサービス（ＪＳＯ）

ＪＳＯの業務時間 月～金（土・日・祝 休み）１０時～１８時

関係する機関などで、この「専門家の皆様へのニューズレター」が届いていない場合は、どうぞ送付先をご連絡下さい。

URL http://www.aajapan.org e-mail aa-jso@cam.hi-ho.ne.jp


